
協
議
会
は

過
し
た
今
日
、
慰
霊
碑
ࡢ
周

れ
ࡣ
て
て
お
り
ま
し
た
。

建
立
さ
れ

御
霊
が
祖
国
興
隆
と
同
胞
の

繁
栄
を
切
に
願

っ
て
お
ら
れ

す
。

　
国
家
、
国
民
ࡢ
た
め

守

囲
ࡣ
明
る
さ
が
࡞
く
、
小
枝

び
ま
し
た
。
前
回
慰
霊
碑
の

清
掃
を
実
施
し
て
２
年
ࡀ
経

て
い
ࡿ
２
つ
の
慰
霊
碑
を
清

　
我
々
当
協
議
会
の
会
長
以

許
可
さ
ࢀ
た
く

の
松
原

の
安
ࡽ

࡞
眠
ࡾ
を
願

っ
て

等
大
掃
除
を
実
施
し
、
御
霊

や
雑
草
等
が
茂

っ
て
少
々
荒

を
明
る
い
雰
囲
気
に
回
復
出

人
が
協
力
し
、
慰
霊
碑
周
辺

下
４
人
と
遺
族
の
関
係
者
４

来
る
よ
う
、
雑
木
の
伐
採
、

草
刈
り
及
び
慰
霊
碑
の
洗
浄

曽
於
郡
大
崎
町
永
吉
に
住
ま

ᖹ
成
2
4
ᖺ
4
月
、
菜
園
仲

　
さ
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

間
の
地
元
有
志
グ
ル
ー
プ
࡛

わ
ࢀ
࡚
い
ࡿ
。

フ
を
始
め
る
き

っ
か
け
は
、

　
隊
友
会
大
崎
支
部
会
員
で

あ
る
原
口
光
弘
さ
ん
は
、
平

志
に
燃
え
日
本
国
の
平
和
と

ル
フ
の
コ
ー
ス
を
作

っ
た
こ

㸦㸱㸧 第㸱㸲号　　　     　　　　　　　　　　　隊　 友 　さ　 つ　 ま　　　　　　      　　　　ᖹ成㸰７ᖺ７月㸯㸳日

の
一
画
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

う
気
持
ち
が
高
ま
り
、
二
人

と
道
具
一
式
を
購
入
し
、
週

練
習
を
重
ね
ࡿ
う
ち
ࣞ
ベ
ࣝ

も
逐
次
高
く
な
ࡾ
、
町
内
外

う
」
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
御
夫
妻
も
先
ず
ࡣ
形

ら

3
回
ࡢ
練
習
ࡀ
開
始
さ
れ
た

会
話
ࡀ
非
常
に
ࡣ
ず
み
、

「

の
大
会
に
出
て
み
た
い
と
い

「
楽
し
い
笑
い
の
あ
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
し
ま
し
ょ

と
。
コ
ー
ス
作
成
に
当
た
り

永
久
に
後
世
に
伝
承
す
べ
く

那
事
変
、
満
州
事
変
に
伴
う

争
の
戦
没
者
１
１
４
柱
、
支

　
こ
ࡢ
慰
霊
碑
ࡣ
、
日
露
戦

掃
し
ま
し
た
。

方
振
り
に
こ
の
地
に
足
を
運

よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
、
久

神

࡞
ら
れ
た
御
霊

衷
心

成
1
3
年
6
月
海
自
鹿
屋
基

地
࡛
定
年
退
官
し
、
現
在
は

　
我
々
鹿
屋
陸
空
協
議
会
は

安
泰
を
念
じ
、
ま
た
憂
国
の

小
雨
降
る
５
月
㸰
㸱
日
、
鹿

た
も
の
と
推
察
し
て
お
り
ま

争
及
び
支
那
事
変
、
満
州


　
我
々
当

た
碑
で
す


人
で
お
酒
を
嗜
み
࡞
が
ら

　
大
会

参
加
し
た
晩
は
、

に
参
加
し
た
り
と
、
充
実
し

࡛
大
崎
･
鹿
屋
地
区
の
大
会

た
日
々
を
送
ら
ࢀ
࡚
い
ࡿ
。

屋
市
花
岡
の
高
千
穂
神
社
境

変
に
ࡼ
ࡿ
戦
没
者
が
祭
ࡽ
ࢀ

内
の
一
角
に
あ
ࡿ
、
日
露
戦

祭
ࡽ
れ
て
お
ࡾ
、
愛
国
心
を

戦
没
者
㸱
㸰
７
柱
の
御
霊
が

碑

遺族会と会員有志が協同清掃

夫
婦
で
楽
Ẳ
む
グ
ラ
ウ
ン

慰
霊
碑
清
掃
Ệ

共通の趣味を楽しむ原口御夫妻

　
　
大
崎
支
部
長

も
、
ウ
ミ
ガ
メ

　
去

す
が
、

　
ま
た
、

「
ウ

ゴ
ミ
拾
い
を
兼
ࡡ
て
防
風
林

し
い
砂
浜
ࡢ
砂
盗
堀
監
視
、

を
燃
や
し
、
近
年
侵
食
が
著

山
海
岸
の
保
護
に
熱
い
情
熱

員
」
と
し
て
、
志
布
志
湾
通

ࡢ
産
卵
時
期
に
ࡣ
殆
ど
毎
朝

存
、
約
6
0
日
後
に
ふ
化
し

未
明
か
ら
海
岸
を
巡
回
し
、

　
　
　
　
堂
園
隆
二
　
記

　
　
　
　
柚
木
重
敏
　
記

と
自
負
さ
ࢀ
て
い
ࡿ
。

出
な
く
な

っ
た
ね
ー
。
」
と

始
ࡵ
た
こ
ろ
ࡣ
何
ࡢ
欲
ࡶ
な

く
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
あ

　
現
在
は
、
家
庭
菜
園
を
し

い
る
。

し
な
い
こ
と
。
技
術
の
向
上

だ
け

没
頭
し
࡞
い
こ
と
」

動
対
外
式
徐
細
動
器
）
」
の

要
請
に
よ
り

「
Ａ
㹃
㹂

(

自

　
更
に
、
近
隣
自
治
会
等
の

護
推
進
員

｣

の
役
割
も
果
た

　
鹿
屋
陸
空
協
議
会
長

入
会

視
員

｣

と
し
て

ミ
ガ
メ
保
護
監

さ
れ
て
い
ま
す
。

て
い

ࡇ
ろ

ࡈ
活

取
扱
い
講
習
会
を
、
消
防
署

議
会

　
志

　
　

域
住

士
機

地
区

動
を

｣

等

フ
ル
に
発
揮
、
併
せ
て

「
Ｎ

急
手
当
普
及
員

｣

の
知
識
も

人


員
1

㹎
㹍

࡛
す
。

致
で

も
に

小
学
校
の
ふ
化
場
に
移
設
保

ま
だ

総
会

2
7

に
放
流

「
希
少
野
生
動
物
保

　
今

不
ṇ
行
為
の
未
然
防
Ṇ
に
尽

員
と
連
携
し
て
開
催
、

「
応


花
ࡀ
咲
ࡁ
有
意
義
࡞
ひ


全
員
࡛
礼
拝
を
致
し
ま
し
た

の
状
況
を
語
り
、
相
互
の
話

き
思
い
出
の
一
時
で
し
た
。

和
会

な
が
ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
と
い
う
共
通
の
趣
味
を
礎

祭
祀

垣
市
、

地
、

長
中

頭
、

遺
影

会
館

出
身
地
周
辺
を
訪
ね
歩
ࡁ
は

勇
ま
ࡋ
い
容
姿
と
悲
愴
さ
ࡀ

ࡌ
め
た
。
周
辺
を
捜
せ
ど
も

後
、

生
だ
」

ࡢ
秘
訣
ࡣ
、

「
結
果
に
固
執

充
実
し
た
日
々
を
過
ࡈ
ࡉ
ࢀ

て
い
ࡿ
。


し
࡚
地
域
の
有
志
の
方
々

人
࡛
長
く
楽
し
ࡴ
原
口
さ
ࢇ

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ࢆ
二


の
融
和
・
懇
親
ࢆ
深
ࡵ
、

ࡢ
巡
回
を
積
極
的
に
行
う
等

　
最
後
ࡣ
和
気
藹
々
ࡢ
中
、

お
茶
を
飲
ࡳ
な
が
ら
昔
と
今

力
さ
れ
て
い
ࡲ
す
。

て
を
終
了
す
ࡿ
事
が
出
来
良

時
と
な
ࡾ
ま
し
た
。
遺
族
会

勝
を
祈
念
し
、

「
ご
苦
労
様

　
瞬

い
た
。

胸
に
わ
い
て
き
た
。

　
爾
来
、
尋
ࡡ
ࡿ
気
ࡀ
湧
ࡁ

隊
࡛
若
く
し
࡚
戦
死
ࡢ
旨
聞


ࡁ
誰

ࢀ

、
彼
は
特
攻

し
日

　
崇

面
、

有
馬
達
郎
く
ん
の
名
ࡀ
浮


ࡁ
、
１
７
歳
、
若
き
青
少
年

ん
で
き
た
。
そ
の
後
の
あ
る

華
さ

て
い
た
際
、
往
時
の
同
級
生

笑
い
な
ࡀ
ら
花
を
咲

せ
࡚

関
係
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健

࡛
し
た
。
」
の
挨
拶
で
す
べ

「
鹿
児
島
県
地
域
防
災
推
進

夜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

　
志
布
志
支
部
ࡢ
宮
原
孝
雄

会
員
ࡣ
、
地
域
の
た
め
に
日

」
記

念
の

平
成

が
出
身
小
学
校
付
近
を
通

っ

　
᥈
し
࡚
い
た
訳
࡛
も
࡞
い

᥇
取
し
た
卵
ࡣ
近
く
ࡢ
通
山

た
子
ガ
メ
を
児
童
や
保
護
者


一
緒

࡞

っ
て
通
山
海
岸

っ
た
け
ど
、
慣
れ
て
ࡁ
た
ら

防風林巡回中の宮原孝雄氏

会

員

紹

介

定

筆者 菊野和郎氏

思
い
出
随
想

衛
官
ࡀ
、
全
国
࡛
活
躍
す
ࡿ

自
衛
官
の
ふ
ࡿ
さ

の
島
࡛

も
あ
ࡾ
、
当
然
な
が
ら
隊
友

も
自
衛
官
と
し
て
活
躍
し
て

会
会
員
ࡢ
子
供
や
お
孫
さ
ん

　
こ
こ
種
子
島
ࡣ
、

輩
出
す
る
、
自
衛
隊

ら
多
く
の
自
衛
官
を

自
衛
隊
の
創
設
期
か

る
4
月
1
8
日
、
平
成

、
今
年
度
も
新
た
に
会

員
の
推
進
を
行
う
と
と


び
上
ࡀ

っ
て
き
た
。
故
達

ま
す
。
今
後
の
更
な
る

皆
無
。
知
る
人

有
馬
同
姓
の
者

で
す
。

躍
を
期
待
し
て
い
る
と

　
　
　
酒
井
房
幸
 
記

監
事

｣

、

「
日
本
防
災

　
中
種
子
支
部
役
員

も
な
く
尋
ࡡ
倦

ん
で
い
た
矢
先

布
志
支
部
長

　
岩
根
正
夫
　
記

使
命
ࡢ
自
覚
、
個
人
の
充
実

民
か
ら
深
く
感
謝
さ
れ

責
任
の
遂
行
、
規
律
の
厳
守

団
結
の
強
化
が
身
に
染
み
つ

構
防
災
士

｣

、

「
通
山

ふ
ࡿ
さ
と
づ
く
ࡾ
委
員

目
指
す
こ
と
を
全
会
一

の
職
務
を
完
遂
さ
ࢀ
地

な
ࡾ
ま
し
た
。

人
を
加
え
会
員
数
1
9

法
人
地
域
防
災
推
進
協

。決
意
表
明
し
た

こ
ろ

本
町
に
貢
献
࡛
き
ࡿ
活

お
ࡾ
ま
す
。

ま
ࡔ
小
支
部
࡛
あ
ࡾ
ま

を
開
催
い
ࡓ
し
ま
し
ࡓ

年
度
中
種
子
支
部
定
期

年
度
も
引
き
続
き
新
規

い
࡚
い
ࡿ
防
人
集
団
࡛
す
。

い
一
時
を
過

を
合
言
葉
に

準
優
勝
　
曾

日
南
九
州
Ｃ

　
隊
悠
会

（

　
私
達
Ｏ
Ｂ
は
、
現
在
࡛
も


お
い
࡚
開

和

࡞
り
、

成
績

（
敬
称

　
隊
悠
会

（

も
多
く
の
種
子
島
出
身
の
自

　
の
島
で
も
あ
り
ま
す
。

今
࡛

死
ࡢ
地
ࡣ
出
発
地

い
わ
れ

館
を
訪
れ
、
南
浜
に
散

山
諸
島
石
垣
島
基
地
経
由
も

さ
ࢀ
て
い
ࡿ
こ
と
を
聴

、
八
重
山
日
報
社
編
集

出
自
、
特
攻
隊
英
霊
の

新
城
誠
先
生
講
話
の
冒

故
有
馬
達
郎
兄
の
出
身

が
知
覧
特
攻
平
和
記
念

第
１
コ
ー
ナ
ー
に
掲
示

さ

っ
そ
く
知
覧
特
攻
平

」
と
独
り
呟
い
た
。
直

　
　
菊
野
　
和
郎
　
記

　
南
さ
つ
ま
支
部

壇
、
過
去
帳
に
故
達
郎
の
登

ば
、
特
攻
出
撃
ࡣ
遠
く
八
重

　
哀
悼
ࡢ
念
。
ま
た
一
人
。

あ
り
と
の
こ
と
。
特
攻
隊
戦

る
が
、
郷
里

ࡽ
数
百
キ
ロ

録
記
載
を
確
認
す
ࡿ
ࡇ
と
ࡀ

　
平
和
会
館
学
芸
員
に
ࡼ
ࢀ

供
え
礼
拝
を
捧
ࡆ
た
。

間

「
小
学
生
時
の
同
級

南
西
だ

っ
た
。

。

も
、
知
る
人
も
࡞
く
止
む
無

園

墓
地
あ
る
や
と
尋
ࡡ
る

郎
兄
ࡢ
出
身
地
、
大
浦
町
宮

で
き
た
。
御
霊
前
に
金
子
を

の
情
報
を
受
け
近
親
者
の
祭

く
町
役
場
へ
行

っ
た
が
開
示

の
難
あ
り
、
近
く
の
寺
院
西

の
思
い
出
、
有
様
が
浮

拝
の
念
と
と
も
に
在
り

仰
ぎ
見
上
げ
た
。

れ
た
尽
忠
の
英
霊
と
対

4
月
2
3
日

長
）
4
月
例

念
講
演
会
に
沖
縄
県
石

日

「
祝
う
県
民
の
集
い

福
寺
へ
祭
祀
さ
ࢀ
て
い
ࡿ
と

２
６
年
早
春
、
建
国
記

定
期
総
会
開
催

晴

◎

県
隊表

☆
個
人

◆
鹿
児
島

岩
﨑
理

河
野

春
田

宮
脇
紘

坂
下

新
村
松

石
崎
耕

◆
国
分
支

林



脇

嘉

若
松

稲
田

◆
薩
摩
川

高
⏿

鶴
峰

◆
隼
人
支

石
神

木
房

想

月
例

更に団結を強化した中種子支部会員達

を

得

て

開

催

を

2

3

人

の

過
ご
し
た
。

に
、
各
人
、
腕
前
を
披
露
し
楽
し

曾
山
光
治
　
第
３
位
　
仮
屋
忠
義

た
。

を
2
4
人
の
参
加

者
を
得
て
開
催
し

Ｃ
Ｃ
に
て
ᖹ
成
2
7
ᖺ
5
月
例
会

（
会
員
3
5
名
）
は
、
5
月
2
1

開
催
さ
れ
た
。
最
高
の
ゴ
ル
フ
日

、

「
8
8
歳
ま
で
楽
し
も
う
！
」

優
勝
　
坂
下
俊
弘

成
績

（
敬
称
略
）

称
略
）
　
優
勝
　
岩
切
康

　
河
野
時
彦
　
記

　
協
議
会
長

鹿
児
島
地
区

3
位
　
河
野
時
彦

準
優
勝
　
下
村
稔

（
ゴ
ル
フ
同
好
会
：
田
島
勝
征
会

日

（
木
）
鹿
児
島
空
港
3
6
C
C

例
会
が
2
2
人
の
参
加
を
得
て
、

謹
ǜ
ư

ご
冥
福
Ǜ

◆
国
分
支
部

春

尚
男

◆
枕
崎
支
部

長
野

美

◆
指
宿
地
区

弓
指

正

◆
県
ᮏ
部
直
轄

若
松

美

◆
隼
人
支
部

ᮎ
広

佳

◆
阿
久
根
地
区

宮
内

正

◆
薩
摩
川
内
支
部

鳥
山

泰

◆
隼
人
支
部

徳
田

方

◆
瀬
戸
内
支
部

森
田

テ

◎

県
隊
友
会
長

表

彰

☆
個
人

◆
姶
良
支
部

油
田

篤
則

殿

篠
原

政
己

殿

◆
伊
集
院
支
部

ᮎ
吉

信
孝

殿

◆
伊
佐
支
部

部
當

千
明

殿

◆
枕
崎
支
部

中
島

利
治

殿

☆
地
域
貢
献
賞

◆
鹿
児
島
地
区
協

村
山

浩

殿

桑
木
野
政
信

殿

☆
感
謝
状

い
ち
き
串
木
野

支

部

晴
れ
の
受
賞

お
め
ư
Ʊ
う

隊
友
会
長

表

彰

島
地
区
協

理
一
郎

殿


彦

殿

博
明

殿

紘
一
郎

殿

俊
弘

殿
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ん
。
）

本
位
の
考
え
方
で
な
く
、
人

　
私
࡞
り

真
剣

考
え
て

を
学
び
、
自
分
ࡣ

う
い
う

人
間
࡞
ࡢ
か
、
何
ࡀ
で
ࡁ
る

え
る
機
会
ࡀ
で
ࡁ
ま
し
た
。

㸦㸲㸧 第㸱㸲号　　　     　　　　　　　　　　　隊　 友 　さ　 つ　 ま　　　　　　      　　　　ᖹ成㸰７ᖺ７月㸯㸳日

　
私
も
1
0
月

定
ᖺ
退
官

を
迎
え
ࡿ
こ
と

࡞
ࡾ
ま
し

た
の
も
、
良
き
上
司
、
同
僚

っ
࡚
ࡁ
た
こ

ࡀ
民
間
࡛
通

今
ま
࡛
自
分
ࡀ
自
衛
隊
࡛
培

た
わ
け
࡛
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ࡿ

あ
た
ࡾ
不
安
ࡀ
࡞


っ

ど
、
多
少
な
ࡾ
あ
ࡾ
ま
し
ࡓ

こ
と
ࡀ
大
切
ࡔ
と
い
う
こ
と

用
す
ࡿ
の

、
ま
た
考
え
方

　
そ
う
い
う
時
、
業
務
管
理

み
る
と
、
自
ず
と
定
年
後
の

の
か
、
何
を
し
た
い
か
、
考

　
さ
て
、
こ
の
定
年
を
迎
え

た
。
今
ま
で
の
先
輩
方
が
言

早
く
感
ࡌ
る
も
の
で
ࡍ
。
今

だ
感
謝
す
ࡿ
ば
か
ࡾ
で
す
。

後
輩
の
࠾

げ
と
、
ࡓ
ࡔ
ࡓ

と
な

っ
࡚
は
こ
こ
ま
࡛
こ
れ

࡛
あ
り
ま
し
た
が
、
本
当
に

わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
3
5

年
余
ࡾ
の
自
衛
隊
で
の
勤
務

上
の
船
等
に
移
送
す
ࡿ
た
め

所
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
も

い
え
ࡿ
桟
橋

気
付
か
ࢀ
た

測
定

必
要
࡞
機
材
等
を
海

あ
ࡿ
魚
雷
発
射
試
験
や
音
響

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ

ࡢ
桟
橋
ࡣ
、
当
所
の
任
務
で

の
も
の
で
す
。

(

写
真
は
昭

で
す
。
な
お
、
現
在
こ
こ
で

海
水
浴
を
す
る
人
は
い
ま
せ

　
で
は
、
何
故
、
こ
の
地


こ
の
ࡼ
う
࡞
施
設
ࡀ
設
立
さ

教
育
で
自
分
を
見
つ
め
直
す

ࡀ
受
け
入
ࢀ
ࡽ
ࢀ
ࡿ
の

࡞

性
や
協
調
性
ࡀ
養
わ
ࢀ
ま
し

ま
し
た
。
そ
の
事
で
、
自
分

こ
と

心
掛
け
る
よ
う

し

る
よ
う

࡞

っ
た
り
、
柔
軟

の
立
場

࡞
り
物
事
を
考
え

人
の
話
を
よ
く
聞
く
と
い
う

た
。
ま
た
、
今
ま
で
の
自
衛

イ
メ
ー
ジ
ࡀ
湧
い
て
ࡁ
ま
し

い
、

い
う
こ

࡛
、
私
は

持

っ
࡚
物
事

当
た
り
࡞
さ

り
す
ぎ
࡞
い
࡛
、
柔
軟
性
ࢆ

隊
で
学
ࢇ
だ
事
や
経
験
に
頼

　
鹿
児
島
県
試
験
所
は
、
若

付
近
を
通
行
さ
ࢀ
ࡿ
際
、
当

和
㸲
㸱
年
開
所
当
時
の
も
の

し
て
い
る
鹿
屋
基
地
が
す
ぐ

験
所
を
紹
介
し
ま
す
。

す
る
海
上
自
衛
隊
鹿
児
島
試

に
浮

び
ま
す
ࡀ
、
少
し
離

ࢀ
た
霧
島
市
福
山
町

所
在

明
媚
࡞
と
こ
ࢁ

あ
ࡾ
ま
す

桜
島
を
北
側
か
ࡽ
望
む
風
光

と
い
う
と
、
航
空
機
を
運
用

　
鹿
児
島
県
の
海
上
自
衛
隊

尊
鼻
公
園
地
区
に
隣
接
し
、

国分駐屯地記念式典案内 ễ

鹿
児
島
試
験
所
の
紹

自
衛
隊
シ
リ
ー
ズ

７

12普連下甑町准尉 昭和㸲㸱年開所当時の桟橋

定
年
退
官
Ệ
思
う

国
分
駐
屯
地

下
甑
町
善
就

戦
後
、
魚
雷
発
射
試
験
は
長

来
約

あ
る
。

年
に

内
に

以
上

手
に

２
６

た
し

児
島

児
島

　
少

受
け

隊
の
改
編
に
よ
り
、
海
洋
業

量
級
組
手
の
部
で
優
勝
を
果

称
）
と
改
名
し
編
入
さ
ࢀ
ࡿ

務
・
対
潜
支
援
群
に
鹿
児
島

音
響
測
定
所

（
い
ࡎ
れ
も
仮

予
定
で
ࡍ
。
名
称
は
変
わ
り

て
本
分
を
尽
く
し
、
引
ࡁ
続

ま
す
ࡀ
、
所
員
一
丸
と
な

っ

　
平

き
試
験
や
測
定
業
務
に
邁
進

鹿
児
島
試
験
所
総
務
科
長
記

し
࡚
い
く
所
存
࡛
す
。

　
　
　
下
甑
町
善
就
　
記

国
分
駐
屯
地
　
㸯
㸰
普
連

援
が
出
来
た
ら
幸
い
で
す
。

し
県
代
表
と
し
て
出
場
、
並

ࡌ
め

　
外

航
空

見
事
日
本
一
ࡢ
栄
冠
に
輝
い

修
理
隊
に
勤
務
ࡍ
る
外
園
孝

　
外
園
技
官
ࡣ
、
４
月
に
行

た
。

輔
技
官
は
、
昨
年
８
月
３
日

わ
ࢀ
た
鹿
児
島
県
大
会
を
制

ࡳ
居
ࡿ
強
豪
が
揃
う
一
般
重

ば
ࢀ
ࡲ
し
た
。

ࢀ
ば
こ
そ

い
う
感
慨
深
い

う
武
人
の
所
以
あ
ࡿ
地
࡛
あ

年
後
、
自
分
は

ん
࡞
ラ
イ

　
ᖹ
成
２
７
ᖺ
度

は
、
部

少
林
寺
流
練
心
館
全
国
空
手

　
幕
末
の
政
変
を
推
進
し
た

郷
隆
盛
、
東
郷
平
八
郎
と
い

た
。

道
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、

フ
ス
タ
イ
ル
を
過
ご
す
ࡢ
ࡀ

れ
た
ࡢ

を
ご
紹
介
し
ま
す

所
ࡣ
民
間
ࡢ
用
地
を
理
解
を

ࡁ
継
い
で
࠾
り
ま
す
ࡀ
、
当

地
は
、
旧
海
軍
の
跡
地
を
引

　
多
く
の
海
上
自
衛
隊
の
基

も
の
が
あ
り
ま
す
。

す
が
少
し
で
も
自
衛
隊
に
支

定
年
後
、
微
力
࡛
ࡣ
あ
ࡾ
ま

薩
摩
ࡢ
地
࡛
あ
ࡿ
こ

や
西

康

気
を
つ
け
࡞
が
ࡽ
頑
張

Ｏ
Ｂ

い
わ
ࢀ
ࡿ
ࡼ
う

健

っ
࡚
後
輩

ら
良
き
自
衛
隊

　
ࡇ
れ
ら
の
࠾

ࡆ
࡛
、
定

福
岡
県

（
ア
ク
シ
オ
ン
福
岡

る
の

ࡀ
明
確

࡞

っ
て
き

や
り
た
い
の
か
、
ま
た
出
来

に
受
け
入
れ
、
柔
軟
性
を
も

い
い
の
か
、

ん
࡞
仕
事
が

っ
て
い
き
た
い
。
そ
れ
か
ら

て
、
ま
た
新
し
い
事
も
素
直

ま
し
た
。

隊
で
学
ん
だ
事
も
大
切
に
し

　
最
後
に
定
年
後
は
、
自
衛

得
て
取
得
し
、
昭
和
㸲
㸱
年

㸱
月
１
６
日
、
唯
一
の
魚
雷

に
関
す
る
試
験
及
び
海
上
自

魚
雷
、
機
雷
の
性
能
、
運
用

部
長

湾
及
び
錦
江
湾
が
選
ば
れ
ま

し
、
実
用
実
験
隊
に
編
入
さ

し
た
が
、
地
元
住
民
の
感
情

い
ま
し
た
が
、
魚
雷
ࡢ
深
深

よ
り
広
く
深
い
発
射
場
が
必

頭
へ

ࡣ
、

　
今

し
各

日
の

発
射
試
験
施
設
と
し
て
設
立

て
開
発
隊
群
に
編
入
さ
れ
、

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ᖹ
成

１
㸲
ᖺ
㸱
月
、
隣
接
し
た
鹿

度
化
及
び
高
㏿
化
に
伴
い
、

崎
県
の
大
村
湾
࡛
行
わ
れ
࡚

隊

「

が
良
好
で
あ
り
、
航
行
船
舶

児
島
音
響
測
定
所
を
統
合
し

こ

࡞


ら
錦
江
湾
ࡀ
選

ࡀ
少
࡞
く
、
海
面
ࡀ
静

࡞

と
す

響
測
定
を
任
務
と
し
て
現
在


至

っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
終
的
に
富
山
湾
、
駿
河

衛
隊
の
使
用
す
ࡿ
艦
船
の
音

　
自

要
と
な
ࡾ
ま
し
た
。

び
第

や
ま

鹿
児

　
鹿
屋
航
空
基
地
第
１
航
空

）
で
開
催
さ
ࢀ
た
第
㸲
㸳
回

練

空
手
道
を
通
ẳ
心
身

を

県知事表彰の外園技官

㸴
０
年
を
誇
ࡿ
名
門
で

の
師
範
を
務
め
ࡿ
兒
島
技
官

。採
用
さ
れ
、
現
在
第
㸯

㸯
㸰
㸮
㸮
、
米
国
を
ࡣ

ࡢ
支
部
を
持
つ
創
設
以

・
中
・
高
校
生
を
指
導
す
ࡿ

合
に
臨
み
実
力
を
積
み
重
ࡡ

選
ࡤ
ࢀ
、
㸯
㸰
月
㸰
日

温

い
心
に
触
ࢀ
ࡿ
こ
と
ࡀ

て
体
験
・
理

ࡾ
、
延
べ
約

に
と

っ
て
ࡣ
鹿
児
島
県
人
ࡢ

年
度
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
選

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
鹿

県
体
育
協
会
か
ら
平
成

は
、

「
錦
江
湾
に
入
港
す
ࡿ

行
事
が
行
わ
ࢀ
、
実
習
幹
部

見
学
者
が
訪

方
々
で
2
日

　
鹿
児
島
地

県
に
総
本
山
を
持
ち
国

林
寺
流
練
心
館
は
、
鹿

た
。

え
る
。

に
お
い
て
Ｓ
Ｈ
ー
６
０
Ｊ
型

も
鹿
児
島
へ

　
　
　
岩
元

を
歓
迎
す
る

き
思
い
出
と
な

っ
た
。
ま
た

知
覧
特
攻
ᖹ
和
会
館
や
東
郷

で
き
鹿
児
島
へ
の
寄
港
の
良

成
2
5
ᖺ
度
以
降
2
ᖺ

（
５
段
）
ࡢ
道
場
に
通
い
小

と
す
る
海
外
に
２
０
０

園
技
官
ࡣ
、
平
成
２
２

航
空
機
の
機
体
整
備
員
と
し

修
理
隊
修
理
部
機
体
科

か
け
、
心
身
と
も
に
鍛
錬
し

ほ
か
、
こ
れ
ま
で
数
々
ࡢ
試

　
機
体
科
長
　
東
義
弘
　
記

　
今
年
ࡣ
、
す
で
に
世
界
大

会

（
台
湾
）
へ
の
出
場
が
決

　
第
１
航
空
修
理
隊

定
し
て
お
り
、

「
得
意
の
後

る
の
も
近
い

違
い
࡞
い
。

お
世
話

࡞

っ
て
い
る
方
々

外
園
技
官
が
、
世
界
を
制
す

意
気
込
み
を
話
し
て
い
る
。

に
恩
返
し
が
し
た
い
。
」
と

　
空
手
は
、
指
導
員
࡛
あ
る

し
࡚
い
る
。

　
一
般
公
開
に
お
い
て
ࡣ
2

ࡢ
海
上
防
衛
を
担
う
自
衛
官

ろ
回
し
蹴
り
に
更
に
磨
き
を

て
き
た
。

入
隊
後
ࡶ
同
ࡌ
職
場
࡛
空
手

元
帥
の
墓
地
参
拝
等
の
研
修


ࡋ
࡚
国
防
の
重
要
性
を
改

父
親
の
ࡶ

４
ṓ
か
ら
始
ࡵ

の
偉
人
や
特
攻
隊
の
Ṕ
史
等

の
知
識
を
更
に
深
ࡵ
、
今
後

て
、
定
期
修
理
業
務
に
従
事

　
深
谷
克
郎
1
海
佐

)

7
日

「
し
ま

の
練
習
艦
隊
入
港
に
際

3
月
2
7
日
か
ら
2
8

等
を
設
置
す

日

「
や
ま
ぎ

装
備
品
展
示

見
学
の
他
、

」
が
主
催
す
る
、
入
港
歓
迎

隊
」
を
コ
ン


県
民

対

ぶ
り
と
࡞

っ
た
今
回
の
入
港

集
基
盤
を
強

ら
の
イ
ベ
ン

た
。
天
候
に

回
は
、
呉
基
地
を
母
港

艦
船
を
歓
迎
す
ࡿ
市
民
の
会

行
事
か
ࡽ
始
ま
ࡾ
、
特
別
公

認
識
を
深
め

セ
プ
シ

ョ
ン
等
、
数
多
く
の

開
、
歓
迎
懇
親
会
、
艦
上
レ

開
、
艦
上
昼
食
会
、
一
般
公

行
事
を
支
援
し
た
。

間
、
鹿
児
島
本
港
北
埠

練
習
艦
し
ま
ゆ
き
」
及

る
練
習
艦
隊
第
1
練
習

鹿
児
島
地
本

ࡵ
࡚
認
識
࡛
き
た
ࡶ
ࡢ

考

に
お
い
࡚
ࡣ
、
鹿
児
島
出
身

衛
隊
鹿
児
島
地
本

（
本

1
1
護
衛
隊

「
護
衛
艦

ぎ
り
」
が
寄
港
し
た
。

島
県
知
事
か
ࡽ
表
彰
を

練
習
艦
隊
寄
港
を
歓

鹿児島港での入港歓迎式典の状況組み手部門優勝の外園技官㸦左㸧

䛆 国分駐屯地創立記念行事案内 䛇

䠍 日時 䠖 ᖹ成䠎䠓ᖺ䠍䠌᭶䠎䠑日䠄日䠅

䛆 鹿児島地本 䛂䜏䛺と祭り䛃案内 䛇

䠍 日時 䠖 ᖹ成䠎䠓ᖺ䠓᭶䠎䠑日䠄土䠅

般
公
開
等
で

拡
充
を
図
ࡾ

盤
の
更
な
ࡿ

し
、
防
衛
基

機
会
を
作
為

よ
ࡾ
深
ま
ࡿ

す
ࡿ
理
解
ࡀ

自
衛
隊
に
関


し
࡚
い
ࡿ

活
用
し
募
集

報
等
を
引
ࡁ

及
び
一
般
広

理
解
࡛
ࡁ
ࡿ
自
衛

約
1
5
0
0
人
の

࡚
い
く
。
」

道
機
関
等
を

訪
れ
た
。

日
間
大
盛
況
と
な

地
本
は
、

「
今
後

へ
寄
港
す
る
艦
船

元
尚
浩
2
等
海
尉
　
記

る
と
と
も
に
、
一

続
き
実
施
し

ま
ゆ
き
」
、
2
8

す
る
࡞


「
触
れ

ぎ
り
」
へ
の
艦
艇

示
や
募
集
ブ
ー
ス

、
陸
上
自
衛
隊
の

ン
セ
プ
ト
に
、
募

対
し
自
衛
隊
へ
ࡢ

強
化
ࡍ
ࡿ


ࡶ

ン
ト
ࢆ
楽
し
ࢇ
だ


ࡶ
恵
ま
ࢀ
こ
ࢀ

ࡵ
ࡿ
こ

ࡀ
࡛
ࡁ

本
ࠉ
広
報
班
長

積
極
的

報

䠍 日時 䠖 ᖹ成䠎䠓ᖺ䠍䠌᭶䠎䠑日䠄日䠅

㻤䠖㻟㻜～㻝㻡䠖㻜㻜 駐屯地開放予定

䠎 場所 䠖 陸上自衛隊 国分駐屯地

䠏 催し物等

㻢㻜周ᖺの為例ᖺより盛大䛻実施の予定

○ 問合せ先
陸自 国分駐屯地 広報班

電話䠖䠌䠕䠕䠑䠉䠐䠑䠉䠌䠏䠑䠌

ż 業 務 内 容 Ž
叙勲受章ƴ際してのȈ－ǿル的Ƴアȉバイス
拝謁上京時のご案内
叙勲額･大臣表彰額及び特注額の販売
叙勲･大臣表彰等各種記念品及び贈答品の販売

※ 叙位叙勲受章↝Ↄ家族もお電話でお尋↜下ↄい

家でも治療が受けられます䟿
歩行困難ࡢ方ࡣ健康保険ࡀ使え㺂少࡞い負担㸦３００円㸧
࡛㺂ࡾࡣ㺃お灸㺃マッサージࡢ出張治療ࡀ受けࢀࡽまࠋࡍ

鴨池新町鍼灸院
代表 ᭷村長蔵

℡䠖䠎䠕䠒䠉䠓䠐䠏䠓

䠍 日時 䠖 ᖹ成䠎䠓ᖺ䠓᭶䠎䠑日䠄土䠅

ཬび䠎䠒日䠄日䠅

䠎 場所 䠖 鹿児島港北埠頭

䠏 催し物等

㻔㻝㻕 護衛艦䛂あけぼの䛃一般公開

㻔㻞㻕 装備品展示 㻔㻟㻕 音楽演奏

㻔㻠㻕 パネ䝹展示 㻔㻡㻕 その他

○ 問合せ先
自衛隊鹿児島地本 広報班

℡䠖䠎䠕䠒䠉䠓䠐䠏䠓

※ 出張先及び対象者ࡣ条件ࡀあࡾまࠋࡍ
まࡣࡎお電話くださいࠋ


